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人口10万対医師数の年次推移  

○ 近年、医師国家試験の合格者は毎年7，600～7，700人程度であり、死亡等を除いても、   

医師数は、毎年3，500～4，000人程度増加。  

（医師数）平成10年24．9万人→平成18年27．8万人 （注）従事医師数は、26．4万人  

（出典）医師・歯科医師■薬剤師調査   



人口1000人当たり臨床医数の国際比較（2006年（平成18年））  
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注1単純平均とは、各国の人口当たり医師数の合計を国数で割った数のこと。  

注2 加重平均とは、全医師数を全人口で割った数のこと。  

注3 一部の国では、臨床医数ではなく総医師数を用いている。  
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人口10万人当たり医師数の分布（平成18年）  
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（出典）医師・歯科医師・薬剤師調査   



二次医療圏別人口10万人当たり従事医師数  

○ 各都道府県内においても、県庁所在地など人口当たりの医師数が多い地域と、郡部など少ない地域が見られる。  

平成18年医師・歯科医師・薬剤師調査より作成  
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診療科別医師数の推移  

従事する診療科名  医師数   医師数   

（主たる）   （平成10年）   
増減  

（平成18年）  

産婦人科   9．592   10，916   －1，324   

産科   482   353   129   

婦人科   1，709   1，188   521   

眼科   12，362   11，408   954   

耳鼻いんこう科   8，909   8，954   －45   

気管食道科   22   18   4   

皮膚科   7，845   7，072   773   

泌尿器科   6，133   5，452   681   

性病科   26   18   8   

こう門科   373   365   8   

リハビリテーション  
料（理学診療科）   1，855   1，125   730   

放射線科   4，883   4．445   438   

麻酔科   6，209   5．585   624   

病理   1，297  

救命救急   1，698  

研修医   14，402  

全科   301   522   －221   

その他   3，148   3，898   －750   

不詳   1，434   1，326   108   

従事する診療科名  医師数   医師数   

（主たる）   （平成18年）   （平成10年）   
増減  

総数   263，540   236．933  26，607   

内科   70，470   72，702  －2，232   

心療内科   841   433   408   

呼吸器科   3，966   2，898   1，068   

消化器科（胃腸科）   10，762   9，038   1，724   

循環器科   9，416   7，445   1，971   

アレルギー科   184   19696 －12   

リウマチ科   760   429   331   

小児科   14，700   13，989   711   

精神科   12，474   10，586   1，888   

神経科   355   495   －140   

神経内科   3，443   2，923   520   

外科   21．574   24，861  －3，287   

整形外科   18，870   17，229   1，641   

形成外科   1，909   1，399   510   

美容外科   394   167   227   

脳神経外科   6．241   5，871   370   

呼吸器外科   1，255   818   437   

心臓血管外科   2，585   2．243   342   

小児外科   661   566   95  
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（出典）医師・歯科医師・薬剤師調査   



医師不足問題の背景  

医の過重労働   

○ 夜間・休日における患者の集中   

○ 小児科医・産科医等の広く薄い配置による厳しい勤務環境  

■ 病院と診療所の勤務医師数は共に増加しているが、病院勤務医師の割合は減少  

平成10年から平成18年にかけての医師数の増加率診療所13．6％＞病院 9．9％  

・病院常勤医師の平均勤務時間は週63．3時間（含む休憩時間、自己研修一研究等に充てた時間）  
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○ 出産・育児による離職の増加   

・国家試験合格者に占める女性の割合が約3分の1となるなど、若年層における女性医師の顕著な増加   

・特に産科・小児科では20代医師のうちそれぞれ73．1％、51．1％が女性医師   

・女性医師にもいわゆるM字カーブが存在（30代半ばでは約4人に1人が離職）  

療にかかる紛争の増加に対する懸念  

一 医事関係訴訟新受件数（第1審）（民事）は増加傾向 575件（平成8年）→913件（平成18年）   
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臨床研修医在籍状況の推移  

区分   15年度  1β年度  17年度  18年度  19年度  20年度  

修  
上ヒ率   

研修  
比率 

研修  
比率   

研修  
tヒ率   

研修  

医数  医数   医数  医数 医数   
比重   

由修 
比率   

臨床研修 院  ．2，243   
病  

呈墨  3，262   3；824   51   4，266   55   4，137   甲  4，144   坦   

大学  
5，923   三塁  ∴4；110   

病鱒   
三3；702   49  3，451   45   3，423   45  3，591   坐   

計   8，166  1o  7，372   o  7，526   100  7，・717   1o   7，560  100  7，735  100   

※ 研修医数については、各年度、国家試験合格発表後の厚生労働省医政局調べ。   



女性医師の就業率  医学部入学者に占める女性の割合   

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75  、鈴掛済限限ぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜ  

（注）医師が25歳で卒業すると仮定した場合の就業率である。  

「日本の医師需給の実証的調査研究」（主任研究者長谷川敏彦）  

（出典）文部科学省 学校基本調査  
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年齢別小児科医、産婦人科医数の男女比  

○全医師数に占める女性医師の割合は17％、全小児科医師数に占める女性の割合は31％、全産婦人科医  

師数に占める女性の割合は23％となっている0特に、若年層における女性医師の増加が著しい。  

（出典）平成18年医師・歯科医師・薬剤師調査   



医学部入学定員の増  
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C〉公的な仕組みによる医師派遣の推進  
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◇短時間正規雇用、交代勤務制等を病院が導入することへの財政支援  
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（例：週5日・15時間勤務＋週1回の当直）  

各医療機関  

産科・小児科医等  

※短時間正規雇用  ① 短時間正規雇用の導入  
（例：週5日・25時間勤務）  
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医師と他の医療従事者等との役割分担の推進  

○ 医師でなくても対応可能な業務を医師が行っていることが病院勤務医の厳しい勤務環境の一因  

○ このため、幽なくても対応可能な業務例を下記のとおり整理  

（平成19年12月28日付け医政局長通知「医師及び医療関係職と事務職員等との問等での役割分担の推進について」より）  

看護師等  助産師  事務職員■看護補助者  

① 訪問看護等における医師の   

事前指示に基づく薬剤の投与   

量の調節【看護師】   

② 静脈注射の実施【看護師】   

③ 救急医療における診療の優   

先順位の決定【看護師】   

④ 採血の実施■検査の説明   

【臨床検査技師】   

⑤ 病棟等における薬剤管理   

【薬剤師】   

⑥ 医療機器の管理   

【臨床工学技士】   

① 正常分娩における助産師の   

活用   

② 妊産婦健診や相談における   

助産師の活用   

③病院内で医師一助産師が連   

携する仕組みの導入   

（院内助産所・助産師外来等）  

① 書類等の記載の代行  
・診断書  

診療録  

処方せん  

主治医意見書等  

②オーダリングシステムヘの  

：入力代行（診察や検査の予約）  

1  l  

③院内の物品の補充・患者の  

l ；検査室等への移送等  



已〉地域でお産を支えている産科医の手当等へ財政支援  
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 已〉院内保育や子育て相談を充実  

（参考）院内保育を実施している病院数：約2，800か所  

◇助産師が地域で「院内助産所」や「助産師外来」を開設することを支援  

く〉女性医師バンクの実施体制の充実を図り、復職を支援  
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